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川越耳科学クリニックに令和 3年 5月 1日より勤務している林 賢と申します。 

生年月日は 1965年 8月 11日で、出身地は広島です。平成 7年に東海大学医学部を、平成

12年に広島大学大学院大学を卒業しました。入局は広島大学耳鼻咽喉科ですが、2年目か

ら広島大学第一病理学教室にて、分子病理学を学びました。 

学位取得後、カリフォルニア大学 サンディエゴ校にて、半年間はがんセンターの David 

Tarin教授の下で癌研究に従事し、論文を 2編発表しました。 

その後、Otolaryngology-Head and Neck Surgeryの Jeffrey P. Harris教授の下で、clinical 

fellowとして、外来・手術見学を行いました。サンディエゴでのHarris教授との出会いが

きっかけとなり、耳科手術、メニエール病患者の分子生物学的検討に興味を持つようにな

りました。 

帰国後、研究は癌研究で学んだ分子生物学の考え方、実験手技を応用し、内耳細胞死・老

化の研究を行うことにしました。その時、内耳培養細胞を樹立した House Ear Instituteの

Fedelico Karinec教授の講演をロサンゼルスで偶然拝聴し、講演終了後に直接交渉し、内

耳培養細胞HEI-OC1細胞を分譲して頂き、癌研究の全く逆の発想で、内耳保護効果に関す

る研究を独自に開始しました。ほぼ同時期に、後にノーベル賞を受賞することになる「自

分を貪食し、自分を守る。」という非常に興味深い概念「オートファジー」に出会い、オー

トファジーの作用から内耳保護を考えるという研究を思いつきました。 

研究遂行するため、小田恂先生（故人）に慶應義塾大学 小川郁教授をご紹介頂き、共同

研究員として慶應義塾大学にて研究する機会を得ました。その研究成果が 2010年ボストン

で開催された AAO-HNSFにて評価され、ポスター賞を授与され、英文論文としても発表

することができました。その後、大学院生の学位指導を慶應義塾大学、日本大学、東京大

学でも依頼され、各々学位を取得させました。後に、その業績が評価され、科研費基盤 C

を含む 3種類の研究費を取得することができ、今現在も研究を継続しています。 



耳科手術に関しては、Harris教授より、スイス チューリッヒ大学 Ugo Fisch教授の下

で耳科手術を学ぶことを勧められました。留学中に学んだ積極性を生かし、2004年

AAO-HNSFにて Fisch教授の特別講演の後に直接コンタクトを取り、スイス チューリッ

ヒでの耳科手術講習会に参加する機会を得ました。その際、Fisch教授の人柄と手術手技に

感動し、その後 15年間に渡り、この講習会に参加しています。その間、Fisch教授の著書

「Fisch 中耳・側頭骨手術と画像診断法-鼓室形成術、乳突削開術、アブミ骨手術」を翻訳

する機会を頂き、2015年に丸善プラネットより販売することができました。その後、Fisch

教授のご厚意により、この講習会には講師として参加させて頂いています。 

僕自身、人生の中で多くの人と出会い、支えられてきました。その中で、自分自身の人生

の師として、Harris教授と Fisch教授に出会えたことは、人生の宝です。昨年末に Fisch

教授は急逝されましたが、Fisch教授の哲学とその思いは自分の心の中に永遠に生き続ける

と思っています。 

 

 

昨年度業績 

 

論文 

Kishino A, Hayashi K, Maeda M, Jike T, Nomura Y, Oshima T. Caspase-8 

Regulates Endoplasmic Reticulum Stress-Induced Necroptosis Independent 

of the Apoptosis Pathway in Auditory Cells. Int. J. Mol. Sci. 2019, 20(23), 

5896 

 

 

学会発表 

1． 

演者名：Ken Hayashi, Fumiyuki Goto, Akihiro Kishino, Yuna Suzuki, Yasuyuki Nomura, 

Sho Kanzaki, Kaoru Ogawa 

演題名: TLR7-TRPA1 interaction drives hyperexcitability cell death modulated by 

miRNA let-7b in auditory cells 

学会名：ICORL 2019 Symposium, Basic research in hearing loss 

開催地：韓国、ソウル 

開催年月日：2019, 4.26-28. 

2． 

演者名：林 賢、五島史行、岸野明洋、野村泰之、神崎晶、小川郁 

演題名：内耳感覚細胞の過興奮性細胞死における細胞外エクソソーム miRNA と細胞内オー

トファジーのクロストーク 



学会名：日本耳鼻咽喉科学会総会 

開催地：大阪 

開始期間：2019. 5.9-11. 

3． 

演者名：Ken Hayashi, Fumiyuki Goto, Akihiro Kishino, Yuna Suzuki, Yasuyuki Nomura, 

Sho Kanzaki, Kaoru Ogawa 

演題名：The cross-talk between exosomal miRNA, apoptosis and autophagy in auditory 

cell death 

学会名：AAO-HNSF  

開催地：アメリカ、ニューオーリンズ 

開始期間：2019. 9.15.-18. 

4． 

演者名：林 賢、五島史行、岸野明洋、野村泰之、神崎晶、小川郁 

演題名：内耳感覚細胞の過興奮性細胞死における TLR7-TRPA1 相互作用 

学会名： 日本耳科学会 

開催地： 山形 

開始期間： 2019.10.10-12. 

5． 

演者名：Ken Hayashi, Fumiyuki Goto, Yuna Suzuki, Akihiro Kishino, Sho Kanzaki, 

Kaoru Ogawa 

演題名： The effect of hyperexcitability-induced cell death modulated by miRNA let-7b 

in the auditory-brain 

学会名： 12thAPSCI 

開催地： Tokyo, Japan 

開始期間：2019.11.27-30. 

この学会にて学会ポスター賞を頂きました。 

 

招待講演 

演者：Ken Hayashi 

演題名：Autophagy Signaling Mechanisms Controlling Cell Fate in Auditory Cells -Cell 

death and Cellular Senescence- 

講演会名：The 25th Ajou Otology Symposium 

開催地：韓国、水原市 

開催年月日：2019, 6.18. 

 


